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Open Compute Projectとは
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Open

High
Serviceable

Low
Cost
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Open Compute Projectとは

Accelerate  Innovation

More Efficiency

Eco-System
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June 2011: Summit I, Facebook 
HQ

3 Contributions (all from Facebook)

200 Participants

38% More energy efficient
24% Lower cost
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October 2011: Summit II, in NYC

350 Participants

Defined principles, mission 
statement, project procedures

Launched foundation w/ Intel,  Rackspace, 
Goldman Sachs, and Andy Bechtolsheim

3 Contributions (all from Facebook)

200 Participants

38% More energy efficient
24% Lower cost
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350 Participants

Defined principles, mission 
statement, project procedures

Launched foundation w/ Intel,  Rackspace, 
Goldman Sachs, and Andy Bechtolsheim

3 Contributions (all from Facebook)

200 Participants

38% More energy efficient
24% Lower cost

May 2012: Summit III, in San Antonio

500 Participants

Launched Open Rack
and Open Vault

HP + Dell demo 
compatible designs
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January 2013: Summit IV, in 
Santa Clara

500 Participants

Launched Open Rack
and Open Vault

HP + Dell demo 
compatible designs

350 Participants

Defined principles, mission 
statement, project procedures

Launched foundation w/ Intel,  Rackspace, 
Goldman Sachs, and Andy Bechtolsheim

3 Contributions (all from Facebook)

200 Participants

38% More energy efficient
24% Lower cost

1500+ Participants

50+ Official members

Dozens of contributions,
including Group Hug, silicon 
photonics, and SOCs
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OCP最新動向
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・開催⽇：2017年 3⽉8⽇ 〜 3⽉9⽇
・開催場所：Santa Clara Convention Center （Santa Clara, CA U.S.）
・参加者：2800⼈ （550企業 28か国）
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拡大するOCPコミュニティ
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2016年3⽉

８８
MEMBERS

2017年3⽉

195
MEMBERS
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OCP最新動向
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OCP最新動向
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Yosemite v2

Tioga Pass Big BasinBryce Canon

Server Storage GPU
Server Switch

Backpack

Wedge 100
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OCPのメリット
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省電⼒
電気代のコスト削減

調達コスト
ハードウェア調達

コストの削減

保守性向上
運⽤コストの削減

ポイント

効果

• サーバやストレージ
の電源装置をラック
単位で集約

• データセンタ運⽤に
不要なパーツおよび
機能を排除

・ハイパースケール向
けに特化することで、
無駄を徹底的に排除
・OCPコミュニティの
広がりにより、製造コ
ストを削減

交換可能パーツの脱着
時に⼯具の使⽤が不要
な設計

• 約10%の消費電⼒
削減を実現

• MTBF値を約35%
向上

サーバ調達コストを
10%－30%削減可能

80%のパーツが3分以
内に交換可能

Facebookでは3年間で$1.2Bのコスト削減
⾃社使⽤のHWの使⽤を公開したMicrosoftはサーバコスト 40％減、電⼒

15％減を実現
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OCPのメリット
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ポイント1：調達ボリュームを増やす（エコシステムの構築）

ポイント2：オープンハードウェア
Memory

各メモリベンダ

Disk

各Diskベンダ

COP仕様MB/シャー
シ

各ODM

サーバ組み上げ

各ODM

ラッキング

各ODM/SIer

同⼀デザインのため、運⽤を変えることなく
複数ベンダーからの調達が可能
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OCPのメリット
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１．40%~50%のイニシャルコスト削減
-機器調達費⽤

２．10%~15％のランニングコスト削減
-電気代
-データセンター費⽤
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日本市場でのOCPの課題
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2.⽇本⽂化
- 新しい製品、技術はリスク
- ⽇本での採⽤実績が必要

1.⽇本のデータセンタへの設置が困難
- Open RackはUSスペックとなっている
- 電源仕様、専⽤ラック等、⽇本のデータセンタでは障壁となる
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日本向けOCPソリューション
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Open Rack
・Open Rack v2
・seismic qualification (planning)

Power Supply
・Single phase 200V, 3phase 200V, HVDC

・Battery backup unit (BBU) option
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日本向け OCP ソリューション

17



18

OCPをリアライズする
グローバルインフラストラクチャー

2017年6⽉20⽇
NTTコミュニケーションズ株式会社

第五営業本部 担当部⻑
⼭⼝ 修
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OCPソリューションのターゲットユーザー
導⼊のポイントとは

ターゲットユーザーはインターネット関連事業(ＥＣ/コンテンツ配信/
オンラインゲーム)が中⼼

基盤の導⼊にあたってのポイント

ü アウトソーシングする拠点(今までは海外データセンターしかなかった)
ü ⼤量のコンテンツを配信する広帯域・⾼品質なネットワークの調達

イーコマース SNS 映像配信 オンライン
ゲーム
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OCP基盤に最適な国内外データセンター

OCPソリューションを⽀援するNTT ComのValue
NTT ComはOCPソリューションのご利⽤を検討するお客様が抱える
悩みについて、トータルICTサービスの⼀元提供で解決

グローバル展開するTier1ネットワーク
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OCPとNTT Comのコラボレーションモデル

データセンター×ネットワーク

⽇本市場でOCPのプレゼンスを向上させるために、OCPソリューションと
NTT Comの⾼品質ファシリティを融合した新たなモデルが誕⽣

OCP準拠のハードウェア
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コラボレーションモデルを⽀えるトータルICT

NTT Com
IPバックボーン

（OCN）

Internet

OCPソリューションを施したデータセンターから世界最⼤規模ISP
バックボーンへ接続

悪意のある
アクセスを遮断

DDoS対策 等

NTT Com
データセンタ
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データセンター
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データセンター事業では世界シェア３位に

出所 Synergy Research Group 2017.1.9

NTTは、上位３社の中で最も成⻑率が⾼く、年成⻑率は 36%
エクイニクス(26%) とデジタルリアルティ(25%)を⼤きく上回る
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9.5万㎡ 12.3万㎡ 12.4万㎡

3.4万㎡

7.7万㎡ 9.2万㎡2.7万㎡

12.9万㎡
17.9万㎡

NTTComグローバルデータセンターサーバールーム

海外
27万m2

39.4万㎡

NTTComのDCについて。2017年3⽉以降は計画含む

32.9万㎡
⽶・欧

APAC

⽇本

15.5万㎡

2013.3 2017.3現在 2017.3以降

イギリス

インド タイ

アメリカ

欧州
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⾃社建設・M&AによるNexcenterの拡充

: ⽶・欧 : APAC : ⽇本

インド
ムンバイ 5

データセンター
2015年10⽉

⾹港
ファイナンシャル

データセンター 第2棟
2015年12⽉

カリフォルニア
サクラメント 3 (CA3)

データセンター
2015年4⽉

⼤阪第5
データセンター

2016年1⽉

ドイツ
ミュンヘン 2

データセンター
2017年5⽉

インドネシア
ジャカルタ 2

データセンター
2015年10⽉

テキサス
ダラス 1 (TX1)
データセンター

2017年6⽉

タイ
バンコク 2

データセンター
2015年12⽉

イギリス
ヘメル・ヘムステッド 3

データセンター
2016年3⽉

バージニア
アッシュバーン 3 (VA3)

データセンター
2017年12⽉
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※PUEとは？
データセンターにおける電気効率を⽰す指標の⼀つ。

「PUE＝データセンター全体の消費電⼒÷IT機器による消費電⼒」にて算出し、
1.0に近いほど電気効率が良いとされる

OCPにおけるデータセンターの仕様ポイント

■持ち込みラック(2m超)の対応
- ⾼床荷重のOpenRackに耐える基盤

■⾼密度・⾼発熱ラックへの供給電⼒量
- 海外OCPユーザの平均利⽤電⼒量:
10〜11KVA

■DC全体のPUE値※

- OCPの適正値:1.6〜1.5以下

OCPはファシリティのエネルギー消費量削減を⽬指してデータセンター
の規格を策定

主なOCP仕様
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OCPを⽇本で実現するデータセンター
〜⾼松第2データセンター〜

災害リスクの低い地域に⽴地

JDCCティア4対応

優れた電⼒供給14kVA/rack

効率の良い消費電⼒
(PUE値1.3)

免震構造を備えた⾼密度対応のハイスペック・データセンター

ＯＣＰ
ポイント

ＯＣＰ
ポイント
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⾼松第2データセンタの⾼密度・⾼発熱対応ラック

6ｋVA／ラック 6ｋVA／ラック 6ｋVA／ラック 18ｋVA／ラック

従来のデータセンター ⾼松第2DC

A B C

床荷重 500ｋｇ／㎡

A

B

C

床荷重 1,500ｋｇ／㎡

床荷重や電⼒容量の問題から複数ラックに分散

集
約

コストパフォーマンス向上

最⼤21ｋVA(定格)の電⼒供給⼒が、従来の空きスペースの存在を解消
コストパフォーマンスが向上

従来のデータセンターと⽐較して、弊社調べで約40％のコスト削減を実現
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■アイルキャッピングでの⾼効率冷却■下階からサーバー階に冷たい空気
をむらなく送り込むカスケード空調

コールドアイルを覆い、暖気侵⼊を防御
効率的かつ確実にＩＴ機器を冷却可能

最新のエアフローマネジメントにより、⾼密度機器実装を実現

省エネルギーを実現するエアフローマネジメント
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【参考】OCPを海外で実現するデータセンター
〜北⽶⻄海岸 サクラメント 3データセンター〜

災害リスクの低い地域に⽴地

堅牢なセキュリティ

優れた電⼒供給 20kVA/rack※

マルチコネクト可能な通信基盤

カリフォルニアに存在する信頼性・品質を⾼いデータセンター

ＯＣＰ
ポイント

※⼀部条件ございます。詳しくは弊社営業担当まで
お問い合わせください
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ネットワーク
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グローバルIPネットワーク
世界26ヶ国・地域に展開する⾼速・⼤容量のIPバックボーン

Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved.
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グローバルIPネットワーク(GIN/OCN)の位置づけ

Renesysランキング情報
2015年3⽉時点

【Global】 【Asia】

【Japan】

グローバル：2位
アジア ：1位
⽇本 ：1位
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■⽇本、アジア、アメリカ、ヨーロッパ、
-オセアニアと世界主要各国に展開する⾼速・
⼤容量のIP通信サービス

■世界最⾼⽔準の品質保証、24時間365⽇
-ノンストップのワールドワイドな
カスタマサポートなど、グローバルTier1
ならではの⾼品質な通信環境を提供

■⽇本の⼤⼿ＩＳＰと⼤容量で直接接続
(加⼊数ベースで約7割）

グローバルIPネットワークサービス(GIN)の特徴
GINはNTT Comが運⽤するTier1 IPバックボーンへの接続を
提供する広帯域・⾼品質なネットワークサービス

Level3

Tier1 

Tier2
IIJ

NTT Com
(OCN)

Tier3

ISP A
ISP B

ISP D ISP E

NTT Com

AT&T

KDDI

ISP C ISP ISPISP

SprintVerizon

Tier 1 とは
インターネットの品質を上流プロバイダに頼るこ
となく、⾃らをコントロール。世界規模の広帯域
IPバックボーンを保有するISPグループ。

Savvis

Pacnet

SB
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グローバルデータセンター間ネットワーク

2016年12⽉時点(予定含む)

12ヶ国・地域

スイス
オーストリア

イギリス

スペイン

フランス

マレーシア

オーストラリアシンガポール

ドイツ

アメリカ

⽇本

中国(⾹港)

低遅延・⼆重化したデータセンター間のグローバルネットワーク
サービスをリーズナブルな価格で利⽤可能
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ご清聴ありがとうございました

私たちは、時代を先駆ける技術やサービスを提供することで
お客さまのビジネスや社会、そして市場に⾶躍的進化(Transform)と

ダイナミックな変⾰(Transform)をもたらし、
期待や想像を超える(Transcend)新たな価値や、

すべての垣根を越えて(Transcend)つながる世界を創造していきます。



Compute Project

世界一安心なハードウェア
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世界一安心なハードウェア
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http://www.yahoo.co.jp



Compute Project

http://www.opencomputejapan.org

Japan

Change the world!

参加申し込み：
事務局担当: ⼭⼝薫、⾨⾺ 優⼦
E-mail: contact@opencomputejapan.org


